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泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景

－
内
乱
期
下
級
武
士
の
動
向
の
一
面
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後

藤

重

巳

　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
豊
後
大
野
庄
下
村
所
在
の
泊
寺
は
、
同
庄
庄
史
を
通
じ
て
、
大
友
氏
、
志
賀
氏
と
極
め
て
関
連
の
深
い
寺
院
で
あ
る
。

　
建
武
二
年
八
月
二
十
七
日
、
当
泊
寺
に
乱
入
し
た
一
群
の
武
士
団
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
氏
名
を
記
し
た
資
料
が
、
い
わ
ゆ
る
「
泊
寺
濫
妨
入
文
名
注
文
」
で
あ
る
。

　
こ
の
泊
寺
へ
の
乱
入
事
件
は
、
関
連
二
点
の
資
料
の
み
と
言
う
制
約
さ
れ
た
資
料
の
関
係
か
ら
、
今
日
ま
で
不
問
に
付
さ
れ
て
来
た
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
る
二
点
の
資
料
の
内
、
文
名
注
文
を
中
心
に
、
窪
地
の
武
士
の
内
乱
期
を
め
ぐ
る
動
向
に
対
し
て
、
焦
点
を
向
げ
た
い
と
思
う
。

　
大
野
田
志
貸
付
を
中
心
に
在
地
し
た
志
賀
氏
ら
の
内
乱
期
に
お
け
る
軍
事
的
構
成
、
ま
た
下
部
構
造
を
具
体
的
に
知
り
得
る
資
料
は
、
皆
無
に
近
い
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
見

よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
片
鱗
的
な
資
料
の
中
に
、
若
干
の
観
点
を
求
め
得
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ひ
い
て
は
、
大
友
氏
嫡
庶
の
、
初
期
以
後
に
お
け
る
、
在
地
帽
士
削
と
の
対

応
関
係
を
求
め
得
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
意
味
か
ら
、
こ
の
如
き
作
業
は
、
今
後
ま
す
ま
す
展
開
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
武
士
群
の
動
向
を
、
国
人
一
揆
的
性
格
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
か
、
又
は
大
友
氏
の
惣
領
制
を
め
ぐ
る
確
執
と
し
て
捉
え
る
か
、
更
に
は
、
反
惣
領
的
勢
力
と
し

て
の
庶
子
家
を
中
核
と
し
た
在
他
領
土
層
と
で
結
束
さ
れ
た
感
覚
の
勤
行
と
定
義
す
る
か
速
断
は
下
し
炳
い
・

　
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
国
内
に
お
げ
る
下
級
武
士
団
の
、
南
北
朝
内
乱
期
の
動
向
を
究
め
る
上
に
、
何
ら
か
の
意
義
を
持
つ
示
唆
的
作
業
と
し
て
展
開
す
る
意
味
か
ら
、

こ
こ
に
課
題
提
起
の
意
味
で
以
下
小
論
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
乱
入
事
件
を
見
た
泊
寺
の
系
譜
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景
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別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要

注
田
　
こ
の
内
乱
期
的
後
の
「
囚
人
一
揆
」
「
悪
党
」
等
の
構
造
形
態
や
そ
の
動
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
永
原
慶
二
万
日
本
封
建
社
会
論
Ｌ
　
（
一
九
五
五
年
）
第
二
万
地
域
的
封
建
制
の
形
成
。

　
　
　
稲
垣
泰
彦
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
「
岩
波
講
座
日
本
歴
史
」
中
世
８
収
。

　
　
　
福
田
豊
彦
「
第
二
次
封
建
関
係
の
成
立
過
程
」
安
田
元
久
偏
【
初
期
封
辻
川
の
研
究
】
収
。

　
　
　
夕
　
　
　
「
囚
人
一
役
の
一
列
面
」
　
『
史
学
雑
誌
』
七
六
編
第
一
号
。
　
　
’

ニ
　
泊
　
寺
　
の
　
系
　
譜

ﾐ ●

一

　
「
泊
寺
」
と
名
称
さ
れ
る
寺
院
に
関
す
る
資
料
は
、
膨
大
な
数
量
に
及
ぶ
大
野
庄
関
係
資
料
の
中
に
あ
っ
て
、
三
十
点
に
も
満
た
な
い
程
少
量
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
創
建
、
そ
の
意
図
、
建
立
の
年
代
な
ど
を
力
ぐ
っ
て
は
、
疑
問
と
さ
れ
る
点
が
少
な
く
な
い
。

　
泊
寺
の
文
献
に
よ
る
明
確
な
初
見
は
、
弘
長
二
年
（
コ
一
六
二
）
八
月
三
月
の
、
沙
弥
明
真
及
び
藤
原
荒
唐
の
連
署
状
勺
す
な
わ
ち
、

　
大
野
庄
下
村
内
於
二
泊
寺
院
主
戦
・
者
、
可
ぃ
為
二
師
公
（
禅
季
）
之
沙
汰
・
、
低
回
・
波
寺
之
勤
行
・
、
言
二
地
頭
之
所
作
、
任
二
先
例
・
可
・
致
二
其
沙
汰
・
之
状
如
瓦
‥

な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
続
く
資
料
は
、
直
接
「
泊
寺
」
の
名
称
を
現
わ
す
も
の
で
は
な
い
が
、
弘
長
三
年
（
二
Ｉ
六
三
）
七
月
二
日
の
、
尼
深
妙
の
譲
状
で
あ
る
。

　
こ
の
資
料
は
、
志
賀
村
内
の
近
地
名
地
頭
織
と
、
同
村
内
築
紫
尼
寺
と
を
、
孫
た
る
禅
季
に
譲
与
す
る
と
言
う
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
状
中
に
、

　
禅
季
を
は
、
尼
井
紋
服
か
手
指
を
も
せ
さ
せ
ん
が
た
め
に
、
と
り
わ
け
法
師
に
成
て
、
風
早
の
墓
堂
に
令
ぃ
政
之
間
、
如
七
紅
絹
計
者
也

と
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
弘
長
二
年
か
ら
、
三
年
を
径
た
文
永
二
年
（
て
エ
八
五
）
三
月
廿
三
日
、
深
妙
は
、
禅
季
あ
て
に
書
状
を
圧
力
、

　
右
征
二
明
真
房
之
譲
一
、
禅
季
節
開
架
早
可
矢
ご
寺
務
一
、
男
波
寺
領
田
畠
山
野
泉
屋
敷
田
畠
等
、
悉
昭
二
知
之
一
、
限
二
永
代
一
可
二
相
伝
酒
宗
一
、
専
修
二
将
軍
家
御
祈
祷
へ
殊
可
し
仇
こ
門
之
観
一
為
一
者

　
也

と
し
て
、
明
真
の
禅
季
へ
の
譲
与
を
安
堵
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
明
良
よ
り
譲
位
さ
れ
た
泊
寺
院
玉
織
ぱ
、
弘
安
六
年
（
ニ
入
三
）
に
至
り
、
禅
季
が
、
要
用
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
田
中
後
家
善
阿
に
四
汗
レ
門
文
で
渋
却
す

　
　
　
　
　
　
　
　
圃

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
売
却
を
具
体
的
に
示
す
資
料
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
一
門
の
析
悩
を
修
行
す
べ
く
し
て
相
伝
さ
れ
た
泊
寺
を
、
要
用
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
渋
川
ず
る
こ
と
に
つ



い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
の
反
動
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ド

　
続
い
て
、
弘
安
十
一
年
（
一
二
八
八
）
三
月
廿
日
、
大
友
規
時
は
状
を
発
し
て
、

　
風
早
東
西
阿
弥
陀
堂
時
衆
等
申
、
背
・
嵐
早
禅
見
回
文
一

と
す
る
訴
訟
事
件
を
伝
え
て
い
る
。

　
こ
こ
に
新
た
に
、
風
早
東
西
阿
弥
陀
堂
な
る
名
称
を
初
見
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
先
に
見
た
明
頁
、
茶
庭
譲
状
な
ど
に
示
さ
れ
る
「
泊
寺
」
と
、
深
妙
書
状
中
の
「
風
早
墓
堂
」
、
及
び
、
こ
の
親
時
言
下
状
の
「
風
早
東
西
阿
弥
陀
堂
」
の
三
者
が
、
果
し

て
同
一
体
で
あ
る
か
否
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。

　
弘
良
二
年
八
月
三
日
の
先
記
明
哲
譲
状
・
文
末
元
年
四
月
十
六
日
の
深
妙
下
文
・
弘
安
七
年
二
月
計
五
目
の
成
重
請
文
に
は
、
「
泊
寺
」
と
見
え
、
弘
安
十
一
年
三
月
針
目
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Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
Ｏ

の
規
約
言
下
状
に
「
風
早
東
西
阿
弥
陀
堂
」
の
々
心
称
、
以
下
弘
安
十
一
年
玉
月
計
三
日
以
降
の
資
料
に
は
、
す
べ
て
「
泊
寺
」
で
示
さ
れ
る
。
弘
長
三
年
七
月
二
日
の
深
妙
本

人
の
譲
り
状
中
に
、
「
風
早
草
堂
」
の
表
現
が
見
え
、
本
人
在
世
中
に
、
草
堂
と
表
現
す
る
こ
と
も
異
と
さ
れ
る
。

　
深
妙
の
死
去
に
つ
い
て
は
、
系
図
諸
本
に
よ
っ
て
異
説
を
見
る
が
、
文
末
二
年
（
一
二
六
四
）
二
月
十
三
日
日
付
け
の
書
状
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
の
死
去
は
、

人
田
系
図
の
伝
え
る
文
末
二
年
八
月
九
口
説
が
、
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
深
妙
死
去
の
四
年
前
の
弘
良
三
年
七
月
二
日
、
深
妙
は
、
自
身
で
「
風
平
幕
堂
」
と
表
現
し
た
が
、
こ
の
解
釈
は
、
如
何
に
な
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
こ
こ
に
は
、
こ
れ
を
「
逆
修
堂
」
の
意
に
解
す
る
以
外
に
術
は
な
い
。

　
深
妙
関
係
の
資
料
に
、
具
体
的
に
示
さ
れ
る
如
く
、
彼
女
ぱ
終
始
大
野
田
に
在
留
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
く
、
む
し
ろ
、
京
都
に
滞
在
し
て
、
時
折
豊
後
に
下
向
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら

　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

陶
そ
の
間
に
は
、
鎌
倉
に
も
出
向
い
て
い
た
ら
し
い
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
時
折
の
大
野
庄
下
向
時
の
宿
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
た
今
風
と
も
解
釈
さ
れ
よ
う
が
、
自
ら
「
風
早
墓
堂
」
と
称
す
る
弘
長
三
年
七
月
の
前
年
に
は
、
す
で
に
泊

　
　
寺
の
名
称
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
に
は
、
明
確
に
、
「
征
二
先
例
一
可
レ
致
二
其
沙
汰
こ
と
見
え
て
い
る
点
か
ら
、
弘
長
初
期
に
は
、
す
で
に
泊
寺
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
寺
院
形
態
を
整
え
て
い
た
も
の
と
考
え

　
　
ら
れ
、
恒
常
的
な
院
土
職
の
執
行
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
能
直
妻
と
し
て
、
深
妙
が
能
直
の
遺
領
を
譲
与
さ
れ
た
の
は
、
頁
応
二
年
（
Ｔ
一
四
〇
）
十
一
月
で
あ
り
、
弘
長
を
へ
だ
て
る
二
十
余
年
前
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
更
に
能
直
が
、
父
親
能
よ
り
、
大
野
田
地
頭
職
を
譲
与
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
以
前
に
な
る
の
で
、
深
妙
の
大
野
田
現
地
と
の
関
係
は
、
能
直
生
存
中
に
も
充
分
考
え
ら
れ
、

2
1
　
殊
に
能
直
遺
領
を
直
接
に
管
掌
す
る
頁
応
ヽ
延
応
期
に
及
ん
で
更
に
濃
密
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
Ｉ
尤
も
能
直
の
大
野
田
現
地
と
の
関
係
は
ヽ
　
能
直
が
豊
後
に
下
向
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

て
い
な
か
っ
た
と
の
考
証
か
ら
否
定
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
地
頭
代
居
所
と
の
解
釈
は
不
可
能
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
節
季
よ
り
田
中
後
家
善
則
に
要
川
あ
り
て
活
却
さ
れ
た
泊
寺
は
、
永
仁
元
年
（
コ
ー
九
七
）
三
月
の
徳
政
今
に
よ
っ
て
、
本
主
に
返
却
さ
れ
る
’

　
　
　
　
　
　
㈲

こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
返
却
に
際
し
て
、
若
干
の
い
さ
か
い
を
見
た
。
す
な
わ
ち
、
徳
政
令
の
発
布
さ
れ
た
三
月
に
、
こ
の
訪
却
地
は
、
本
土
節
季
に
返
却
さ
れ
た
が
、
五
月
に
至
り
節
季
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

こ
れ
を
兄
奉
朝
に
譲
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、

　
有
性
示
者
、
自
二
祖
母
深
妙
、
置
父
明
八
房
之
手
一
、
諭
二
得
之
一
、
知
行
頷
掌
無
二
相
違
へ
　
而
依
い
有
二
直
川
一
、
去
弘
安
六
年
之
比
、
椙
丿
一
逢
太
野
太
郎
基
直
、
後
蜜
豆
善
阿
一
、
売
－
ニ
渡
直
銭
四
百

　
丘
1
.
‐
一
打
文
一
了
、
爰
関
東
御
徳
政
諸
国
平
均
之
法
出
来
之
聞
、
依
‰
ご
其
沙
沃
一
前
司
退
出
之
刻
、
売
却
地
等
事
、
関
東
御
教
書
到
来
之
程
一
者
、
可
に
六
二
当
作
毛
於
中
一
之
由
、
自
り
上
記
守
殿
一
枝
二
仰

　
出
一
之
間
、
存
二
其
旨
一
処
、
依
二
脚
気
所
労
更
発
一
、
既
及
二
死
闘
一
之
回
、
陽
二
永
代
一
所
二
誼
進
一
也
、
無
二
他
妨
一
可
万
全
二
知
行
一
倍
Ｌ
・
之
状
加
ご
件

と
目
ｍ
え
、
病
身
、
所
労
を
理
由
に
、
兄
奉
朝
に
譲
与
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
永
仁
丑
年
の
、
こ
の
本
土
返
却
に
つ
い
て
は
、
田
中
後
家
善
則
も
別
の
子
細
な
く
、
こ
れ
を
是
認
し
、
こ
の
返
却
事
務
に
干
与
し
た
植
田
朝
絹
代
犬
神
政
綱
は
請
文
を
記
め

た
。

　
こ
の
如
く
、
売
却
地
の
本
土
へ
の
返
却
は
、
一
見
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
か
に
見
え
た
が
、
内
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
そ
の
経
緯
を
語
る
資
料
は
、
正
安
二
年
（
一
三
〇
一
）
三
月
廿
五
日
の
豊
後
国
守
次
代
あ
て
の
、
散
位
某
の
書
状
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
経
緯
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
志
賀
奉
伺
（
代
人
類
秀
）
の
陳
述
に
よ
る
と
、
犬
野
犬
郎
法
直
後
家
善
則
が
、
下
村
泊
寺
に
関
す
る
証
文
を
抑
留
し
た
。

　
本
与
（
泊
寺
）
の
院
生
前
地
顕
職
は
、
禅
季
の
相
伝
す
る
所
領
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
こ
れ
を
要
用
あ
っ
て
、
弘
安
六
年
に
善
則
に
訪
却
し
た
。

　
そ
の
後
、
関
東
御
徳
政
に
よ
っ
て
、
「
当
作
毛
を
中
に
固
く
べ
き
」
手
段
に
よ
っ
て
、
訪
却
地
の
返
却
問
題
を
処
理
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
節
季
は
所
労
に
よ
っ
て
他
。

界
直
前
に
、
こ
の
泊
寺
を
元
素
朝
に
譲
与
し
た
。

　
そ
し
て
沙
汰
に
よ
っ
て
、
奉
伺
の
知
行
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
譲
与
に
関
す
る
本
証
文
二
連
、
す
な
わ
ち
、
「
本
土
明
直
の
節
季
へ
の
譲
状
」
及
び
「
灰
汁
の
譲
状
」
を
苦
節
が
抑
留
し
て
し
ま
っ
た
。
更
に
返
却
地
に

つ
い
て
、
上
裁
の
決
す
る
ま
で
、
当
年
の
作
厄
を
合
計
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
呆
‥
阿
は
こ
れ
を
ひ
そ
か
に
押
収
し
て
し
ま
っ
た
。
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本
証
文
の
抑
留
と
言
い
、
作
稲
の
押
収
と
言
い
、
罪
科
の
が
れ
靉
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
故
を
以
て
、
善
則
に
再
三
に
亘
っ
て
召
文
を
発
し
た
が
、
無
音
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
古
阿
（
代
人
言
秀
）
の
申
す
に
は
、
禅
季
は
武
家
被
官
の
身
分
と
し
て
こ
の
泊
寺
を
相
伝
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
京
都
奉
公
を
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
所
領
は
所
詮
収
公
さ
れ
て
可
と
さ
れ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

　
し
か
し
て
、
参
朝
は
、
禅
季
の
死
去
に
際
し
て
、
こ
れ
を
押
領
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
は
、
事
を
徳
政
に
よ
せ
て
、
凰
妨
を
致
し
て
い
る
と
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
頼
秀
の
反
論
す
る
に
は
、
禅
季
の
上
洛
は
、
京
都
奉
公
で
は
な
く
、
学
問
の
為
で
あ
り
、
現
に
泊
寺
で
死
去
し
た
で
は
な
い
か
。

　
善
則
が
泊
寺
を
押
領
し
た
と
言
う
が
、
こ
れ
は
手
続
き
の
上
で
す
で
に
是
認
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
、
泊
寺
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
地
を
参
朝
に
打
ち
渡
し
た
以
上
は
、
善
則
が
本
証
文
を
抑
留
す
る
理
由
は
な
い
、
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
散
位
某
の
結
論
と
し
て
は
、
以
上
の
事
由
を
述
べ
る
参
朝
に
対
し
て
、
古
河
は
、
「
返
陳
不
可
能
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
本
証
文
の
抑
留
を
不
当
と
断
じ
た
。
そ
の
恨

こ
の
証
文
抑
留
を
め
ぐ
る
訴
訟
事
件
の
資
料
は
史
上
に
現
わ
れ
な
い
。

　
所
詮
、
古
何
方
よ
り
、
参
朝
方
に
手
交
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
事
実
包
正
安
三
年
（
一
三
〇
一
）
　
十
月
廿
日
、
志
賃
率
朝
は
、
泊
寺
院
生
成
（
兼
地
頭
職
）
を
含
め
た
彼
の
和
仁
所
領
を
次
第
の
証
文
と
と
も
に
嫡
子
志
賀
頁
朝
に
譲
与
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
さ
て
こ
う
し
た
経
緯
を
経
た
泊
寺
院
主
、
地
頭
職
は
、
元
祐
二
年
（
コ
ェ
ニ
○
）
頁
朝
に
よ
っ
て
、
新
寺
「
法
石
寺
」
に
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
元
結
二
年
三
月
計
五
日
、
真
蛸
は
、
こ
の
泊
寺
院
主
戦
兼
地
頭
戦
、
田
畠
山
野
等
を
は
じ
め
、
志
谷
村
筑
紫
尾
寺
、
大
方
名
中
尾
寺
（
別
名
長
福
寺
）
吉
宗
寺
等

の
院
混
織
田
畠
山
野
等
を
、
通
玄
山
法
寿
寺
に
寄
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
法
寿
寺
に
つ
い
て
は
、
別
に
小
論
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
真
個
の
寄
進
状
の
要
部
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

尽
未
来
際
、
奉
・
寄
二
進
干
法
力
寺
四
0
1
釈
迦
如
来
一
者
也
、
然
者
言
二
天
長
地
久
之
御
祈
祷
一
万
万
一
家
門
繁
昌
之
祈
祷
一
、
斑
被
い
勤
二
行
之
一
、
将
又
為
皆
原
語
二
先
折
井
正
玄
之
菩
提
へ
　
如
ぃ
此
所
二
寄

進
一
厄

こ
う
し
て
、
新
寺
法
寿
寺
に
寄
進
さ
れ
た
泊
麦
雨
政
で
あ
っ
た
が
、
相
伝
の
客
体
と
し
て
物
権
視
さ
れ
た
こ
れ
ら
諸
政
は
、
所
詮
、
下
村
を
離
れ
得
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且

建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
五
月
一
目
の
、
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
に
よ
っ
て
、
頁
朝
は
、
志
谷
村
南
方
半
分
の
地
頭
政
、
井
び
に
、
泊
寺
院
主
職
兼
他
領
域
等
を
安
培
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
折
、
藤
北
氏
を
始
め
と
す
る
武
士
群
の
、
泊
寺
へ
の
乱
妨
事
件
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
泊
寺
乱
入
案
件
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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注

(1)(2)(3)

　
　
　
　
別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要

『
豊
後
図
大
野
荘
史
料
』
十
八
号
（
以
下
史
料
と
略
す
）
　
「
大
野
能
職
・
大
野
基
直
連
署
書
状
」

「
史
料
」
二
十
一
号
。
「
志
賃
率
朝
・
尼
深
妙
連
署
譲
状
案
」

「
史
料
」
二
十
六
号
。
「
厄
深
妙
下
文
」

　
　
　
　
ｒ
『
　
－
－
ｒ

－
－
－
－
－
－
－
％
一
ｉ
－
－

圃
　
『
史
料
』
四
十
三
号
。
弘
安
六
年
売
却
当
時
の
資
料
は
存
在
し
な
い
。

㈲
　
「
史
料
」
三
十
六
号
。
「
大
友
親
時
岩
下
状
」

㈲
　
渡
辺
澄
夫
「
大
野
庄
に
お
け
る
花
畑
領
主
制
の
展
開
」
　
『
大
分
県
地
方
史
特
集
号
Ｊ

ｍ
　
深
妙
の
京
都
大
谷
よ
り
の
書
信
あ
り
『
史
料
』
十
五
号
。

㈲
　
‥
史
料
』
弘
長
二
年
八
月
計
九
日
、
鎌
倉
屋
敷
を
大
野
基
直
、
志
賀
奉
伺
に
譲
る
状
中
に
「
か
ま
く
ら
の
や
と
な
と
に
も
し
候
は
ん
」
と
見
え
る
。

㈲
　
『
史
料
』
六
号
。
「
大
友
加
直
譲
状
案
」

�
　
［
大
友
家
文
書
録
］
等
に
よ
る
と
能
直
の
大
野
田
地
頭
拝
領
は
佳
久
四
年
と
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
加
直
の
豊
後
守
浅
識
拝
領
と
と
も
に
凝
問
で
あ
り
、
諸
説
を
生
じ
て

　
　
い
る
。

�
　
「
史
料
」
四
十
三
号
。
四
十
四
号
。

㈲
　
づ
史
料
』
四
十
三
号
。
「
僧
禅
季
譲
状
」

㈲
　
「
史
料
｛
四
十
四
号
。
「
大
神
成
綱
請
文
」

㈲
　
『
史
料
』
四
十
六
号
。
「
散
位
某
言
下
」

㈲
　
『
史
料
』
四
十
九
号
。
「
志
賃
率
伺
譲
状
案
」

�
　
「
史
料
」
八
十
一
号
。
九
十
号
。
「
志
賀
氏
と
寺
社
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
小
論
を
公
開
の
予
定
。

�
　
『
史
料
』
九
十
四
号
。

三
、
泊
寺
濫
妨
人
交
名
に
つ
い
て

ぶ
賀
文
書
六
、
建
武
二
年
九
月
の
、
「
泊
寺
院
主
代
位
労
泥
坊
人
交
名
注
文
」
及
び
、
「
泊
寺
院
王
代
明
秀
椙
特
立
白
な
る
資
料
は
、
次
の
如
き
内
容
で
あ
る
。

困
　
注
　
　
進

去
八
月
廿
七
日
打
入
泊
寺
院
主
代
住
房
濫
妨
人
交
名
事

藤
北
四
郎
入
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
郎
太
郎
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同
四
郎
次
郎

吉
野
次
郎
左
衛
門
入
道

小
河
孫
四
郎

衛
藤
兵
衛
入
道

板
井
新
兵
衛

堀
源
左
衛
門
入
道

平
野
七
郎
入
道

同
孫
ハ
「
　
　
　
」

間
ハ
郎
入
道

図
書
入
道

曽
我
「
　
　
」
塚
二
郎
入
迫

間
六
郎
「
　
」
郎

野
津
式
部
大
夫
入
道

同
新
兵
衛

仮
井
八
郎
左
衛
門
入
道

同
衛
藤
六

　
「
　
　
　
　
」
郎

大
石
「
　
　
」
郎
左
衛
門
入
道

同
讃
岐
房

川
「
　
　
　
」
書
房

同
九
郎
入
道

十
郎
兵
衛
入
道

同
太
郎
「
　
　
」
郎

託
外
郎
従
「
　
　
」
交
「
　
　
」
不
い
知
「
　
　
」
且
所
二
注
進
一
也
矣

右
交
名
注
「
文
」
如

建
武
二
年
九
月

‰祥

回
　
注
　
　
進

院
主
代
明
秀
指
物
等
注
文

一
、
衣
二

八
裏
付
袴

べ
太
刀
一

一
、
平
鉾
一

一
、
牛
二
順

一
、
湯
瓶
一

一
、
塗
茶
器
五

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
小
袖
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
帷
子
二

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
、
刀
二

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
、
馬
一
疋

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
銅
手
取
一

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
天
目
盆
二

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
、
坑
十
具

泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景

七
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別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
此
外
資
材
雑
具
等
略
ご
之

　
　
右
指
物
等
注
文
知
｛

　
　
久
未
申
状

　
　
建
武
二
年
九
月
　
　
日

　
以
上
二
通
の
注
進
状
は
、
注
文
日
付
の
如
く
、
建
武
二
年
（
二
二
三
五
）
八
月
付
七
日
、
大
野
良
下
村
所
在
の
泊
寺
に
乱
入
し
た
濫
防
人
の
明
細
な
文
名
、
及
び
、
そ
の
濫
妨

人
に
よ
っ
て
、
損
失
し
た
泊
寺
器
物
の
種
類
、
員
数
で
あ
る
。

　
別
項
に
よ
っ
て
、
�
に
つ
い
て
は
、
姓
氏
関
係
を
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
㈱
の
指
物
中
に
は
、
牛
二
頭
、
馬
一
疋
を
は
じ
め
と
し
て
、
衣
類
、
什
器
類
が
見
え
て
い
る
。

　
そ
の
員
数
の
う
ち
、
後
者
が
、
大
半
を
占
め
て
お
り
、
注
文
の
如
く
、
こ
の
外
に
、
芳
子
の
資
材
及
び
総
員
の
類
が
含
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　
注
進
状
の
指
物
中
に
見
え
る
牛
や
馬
は
、
寺
家
用
耕
作
地
の
耕
作
用
と
し
て
、
飼
育
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ら
う
し
、
衣
類
、
什
器
類
は
、
寺
用
器
物
と
し
て
、
ま
た
、
大

刀
、
刀
は
、
寺
宝
的
存
在
と
し
て
、
保
管
さ
れ
て
い
た
施
人
品
で
で
も
あ
ら
う
か
。

　
こ
う
し
た
寺
用
物
品
が
、
濫
妨
人
に
よ
っ
て
、
押
収
さ
れ
た
事
実
は
、
寺
家
に
と
っ
て
重
大
事
件
と
考
え
ら
れ
、
注
進
さ
れ
る
結
果
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
濫
妨
人
の
乱
入
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
末
を
語
る
資
料
は
全
く
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
、
こ
の
事
件
が
、
如
何
に
発
展
し
た
か
た
に
つ
い
て
は
、

全
く
察
し
難
い
。

　
注
田
　
『
史
料
』
九
十
八
号
、
九
十
九
号
。

　
　
　
　
　
　
　
四
、
濫
妨
人
交
名
の
分
析

先
に
一
見
し
た
建
武
二
半
八
月
の
「
泊
寺
院
王
代
住
居
混
紡
人
文
名
」
に
よ
る
乱
人
人
を
姓
氏
別
に
見
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

藤
　
北
氏
　
　
四
郎
入
道
・
四
郎
太
郎
・
四
郎
次
郎

野
　
津
氏
　
　
式
部
太
夫
入
道

古
　
野
氏
　
　
次
郎
左
衛
門
入
道
・
新
兵
衛

小
　
河
氏
　
　
孫
四
郎

板
　
井
氏
　
　
八
郎
左
衛
門
入
道
・
新
兵
衝

天
　
石
氏
　
　
「
　
　
」
郎
左
衛
門
入
道

衛
　
藤
氏
　
　
兵
衛
人
道
・
六
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堀
　
　
氏
　
　
源
左
衛
門
入
道

平
　
野
氏
　
　
七
郎
入
道
・
讃
岐
房
・
孫
ハ
「
　
　
」

川
「
」
氏
　
「

曽
　
我
氏
　
　
「

図
書
入
道

十
郎
兵
衛
入
道

」
夫
房
・
八
郎
入
道
・
九
郎
人
道

」
塚
二
郎
入
道
・
太
郎
「
　
　
」
郎
、
六
部
「
　
　
」
郎

以
上
の
通
り
で
あ
る
。

注
文
状
に
見
え
る
如
く
、
つ
北
外
郎
従
「
　
」
交
「
－
名
」
不
レ
知
』
れ
な
い
者
が
、
若
干
付
随
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
そ
の
員
数
、
姓
氏
は
句
り
得
な
い
。

文
名
注
文
に
よ
る
と
、
計
二
十
四
名
を
列
記
し
て
い
る
が
、
姓
氏
の
判
じ
得
る
も
の
二
十
二
名
、
不
明
な
る
も
の
と
し
て
、
図
書
入
道
と
十
郎
兵
衛
入
道
の
と
犬
が
あ
る
。

こ
れ
を
姓
氏
別
に
表
示
す
る
と
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

　姓氏　数

藤　北　３

平　野　８

３

８

２

２

２

１

１

１

川「」

曽　我

古　野

坂　井

衛　藤

野　誰

小　河

　堀

１
　
２

石
　
明

大
　
不

24計

　
石
火
で
示
さ
れ
る
如
く
、
藤
北
氏
・
平
野
氏
・
川
「
」
氏
・
曽
我
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
名
、
古
野
氏
・
仮
伴
氏
・
衛
藤
氏
が
ヘ
名
、
他
は
す
べ
て
一
名
ず
つ
の
号
㈲
と
な
っ

て
い
る
。

　
さ
て
、
一
般
に
、
内
容
の
豊
富
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
野
庄
関
係
資
料
は
、
内
実
は
極
め
て
偏
在
的
で
し
か
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
大
友
嫡
家
と
の
関
係
で
は
、
庶
液
（
例
え
ば
、
古
谷
氏
、
一
万
田
氏
な
ど
）
　
に
対
す
る
南
北
朝
前
後
か
ら
の
書
ド
扶
を
中
心
と
し
た
若
干
の
竹
村
に
限
ら
れ
、

大
野
田
に
直
接
関
係
す
る
庶
流
で
は
、
古
竹
村
言
祝
氏
、
上
村
一
万
田
氏
、
中
村
詫
間
氏
の
、
各
庶
液
家
に
お
げ
る
玉
液
の
領
掌
す
る
所
領
の
相
伝
関
係
竹
村
七
賎
ず
の
み
で

あ
る
。

　
中
で
も
、
殊
に
志
谷
村
南
方
地
頭
志
賀
氏
の
、
所
領
相
伝
に
関
す
る
資
料
が
、
そ
の
大
半
を
占
め
、
他
に
関
し
て
は
、
極
め
て
僅
少
で
し
か
な
い
。

　
こ
の
外
、
領
家
三
聖
寺
関
係
資
料
で
は
、
こ
の
三
聖
寺
が
、
寺
領
大
野
田
経
口
に
必
要
な
支
配
機
構
を
大
野
庄
内
の
何
処
か
に
保
持
し
て
い
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
く
疑
い
得

な
い
事
実
と
し
て
も
、
そ
の
関
係
資
料
は
、
ま
さ
に
皆
無
で
し
か
な
く
、
寺
家
の
田
支
配
の
実
態
を
知
る
上
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
記
し
た
、
志
賀
南
村
志
賀
氏
、
中
村
詫
間
氏
、
上
村
一
万
田
氏
に
あ
っ
て
も
、
各
家
諸
庶
子
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
更
に
強
い
資
料
的
制
約
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景

九
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別
府
大
学
紀
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
従
っ
て
、
こ
の
如
き
、
基
本
資
料
を
は
胎
と
し
て
、
中
世
末
期
以
来
無
数
に
作
成
さ
れ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
系
譜
類
も
、
嫡
流
主
体
的
な
傾
向
を
強
く
示
し
、
庶
子
家
の

系
譜
を
、
真
に
確
証
し
得
る
に
足
る
資
料
で
は
な
く
、
数
多
い
系
図
類
も
こ
の
点
で
は
さ
し
て
信
頼
の
置
げ
る
も
の
と
は
、
な
し
難
い
と
も
言
え
る
。

　
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
右
記
し
た
乱
人
人
文
名
に
見
え
る
姓
氏
に
し
て
も
、
一
氏
と
し
て
、
そ
の
正
確
な
系
譜
を
求
め
得
な
い
状
態
で
し
か
な
い
。

　
さ
て
、
系
譜
的
に
は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
検
出
し
得
な
い
藤
北
氏
で
は
、
交
名
に
よ
る
と
、
四
郎
入
道
・
四
郎
太
郎
・
四
郎
次
郎
の
三
名
の
名
を
見
る
。

　
こ
の
三
者
の
関
係
は
、
そ
の
名
称
か
ら
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
四
郎
人
道
を
父
と
す
る
、
長
男
、
次
男
と
言
う
親
子
関
係
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
師

　
こ
の
土
地
に
は
、
常
忠
寺
、
勝
光
寺
を
は
じ
め
と
し
て
大
友
初
代
能
直
に
ま
つ
わ
る
寺
院
、
問
題
の
泊
寺
も
存
在
し
て
い
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
当
地
域
は
、
ひ
と
り
下
村
の
み
な
ら
ず
、
大
友
氏
の
関
連
の
も
の
と
も
深
い
地
域
と
し
て
、
大
野
田
金
城
的
に
見
て
、
殼
も
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
上
地
の
名
を
冠
す
る
藤
北
氏
は
、
明
真
を
祖
と
す
る
と
言
う
。

藤
北
の
地
名
を
冠
す
る
土
地
は
、
大
野
庄
下
村
の
一
角
で
、
現
在
な
お
、
大
字
の
地
名
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
師

　
す
な
わ
ち
、
先
に
見
た
如
く
、
泊
寺
を
禅
季
に
譲
与
し
た
明
良
は
、
系
図
に
よ
る
と
、
「
藤
北
・
田
中
之
祖
」
と
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
田
中
は
、
藤
北
と
と
も
に
、
下
村
に
属
し
、
大
野
氏
の
本
員
と
考
え
ら
れ
る
同
村
の
中
核
部
に
位
置
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
こ
の
明
良
は
、
俗
名
を
能
鼠
（
能
職
）
と
言
い
、
大
友
能
直
の
九
男
に
当
た
る
。
（
系
図
参
照
）

　
弘
長
二
年
（
一
二
八
二
）
明
良
は
、
藤
原
鼠
直
と
連
署
の
上
で
、
泊
寺
院
主
戦
を
志
賀
禅
季
に
譲
り
与
え
た
の
は
、
永
仁
五
年
八
月
の
禅
季
譲
挑
ピ
明
白
な
如
く
、
明
真
の
養

子
と
し
て
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
連
署
状
に
見
え
る
明
良
と
鼠
直
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
弘
安
八
年
（
こ
一
八
五
）
の
『
豊
後
図
図
田
帳
』
で
は
、
大
野
基
直
（
一
本
法
直
女
子
相
続
）
分
六
十
九
町
九
反
小
、
鼠
直
妹
分
二
十
二
町
二
反
命
等
と
見
え
、
下
村

庄
田
の
大
部
分
が
、
大
野
氏
の
領
掌
す
る
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
、
こ
の
大
野
鼠
直
は
、
大
友
氏
入
部
に
際
し
、
亡
ぼ
さ
れ
た
大
神
泉
大
野
氏
が
、
拳
法
の
後
を
鎌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

合
方
に
安
堵
さ
れ
て
、
大
野
氏
は
、
残
存
し
た
も
の
と
考
え
、
明
良
房
の
所
領
は
、
泊
寺
分
の
み
と
す
る
考
え
を
一
と
す
る
も
の
、
ま
た
、
弘
長
の
連
署
状
に
見
え
る
明
真
、

篠
原
基
直
は
、
親
子
関
係
に
あ
り
、
従
っ
て
『
図
田
帳
』
に
見
え
る
大
野
基
直
と
連
署
状
の
藤
原
糸
直
と
は
同
丁
人
物
で
あ
る
と
す
る
諸
関
係
か
ら
、
図
田
帳
に
見
る
如
き
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

下
村
の
大
野
氏
の
領
掌
状
態
が
必
然
的
（
合
法
的
）
に
生
じ
た
と
す
る
考
え
方
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
問
題
点
は
、
し
ば
ら
く
さ
て
お
く
と
し
て
、
明
真
の
系
譜
を
引
く
と
考
え
ら
れ
る
藤
北
氏
、
田
中
氏
に
つ
い
て
は
、
如
何
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朗

船
旅
の
長
子
親
秀
の
第
二
子
重
畳
は
、
左
衛
門
尉
で
、
戸
次
次
郎
と
称
し
、
法
名
を
仏
何
と
言
う
。
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○
○
○
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

こ
の
重
秀
の
子
時
親
の
妻
は
、
藤
北
能
基
の
女
で
名
を
姫
夜
又
と
言
っ
た
。

こ
う
し
た
関
係
か
ら
か
、
重
秀
は
、
戸
次
の
祖
と
な
り
、
そ
の
庶
流
と
し
て
、
大
神
、
藤
北
、
小
川
な
ど
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
北
能
基
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
頼
　
泰
（
大
友
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

親
秀
（
大
　
友
）
‐
Ｉ
Ｉ
上
レ
四
竹
匹
計
上
－
。
親
ｉ
－
１
１
－
－
１
時
　
直
（
藤
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
顛
　
宗
（
野
津
）
　
・
母
小
河
氏

間
）
－
―
ｌ
ｊ
－
－
時
　
秀

刀
）

田
村
氏
女
（
？
）

　
＝
時
景
（
市
万
田
）

（
志
　
賀
）

（
大
　
野
）

－
泰
広
（
田
　
原
）

（
善
　
氏
）

（
名
越
氏
）

（
中
山
氏
）

泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景

藤
北
氏
女

光
　
員

（
母
田
村
氏
）

季

ｊ
‘
頼
　
秀
（
板
井
迫
・
平
井
肩
）

‐
…
…
｛
日
一
　
俎
－
・

（
頁
朝
）

‘
忠
　
能
‐
－
・

泰

、
‐
‐
‐
　
　
　
八
朔
　
郷

宣

政

｜

蝋苑
　･-
長吉

　
　
戸
次
氏
女

　
　
　
　
＝

ｊ
ｌ
－
既
　
能

氏
　
房

一

， ⌒ - ￥
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－
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１
作
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伍
脹
批
隠
ほ
厨
阻
節
目
Ｉ
Ｅ
ト
ー
に
ト
レ
Ｌ
に
目
口
目
口
１
’
ｔ
行
刑
’
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別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
嬰

ま
た
、
特
級
の
子
氏
能
は
、
藤
北
氏
を
称
し
て
い
る

゜㈲

一

一

ﾐ･

『
関
田
帳
』
で
ぱ
、
中
村
七
十
六
町
が
す
べ
て
、
戸
次
巫
俑
の
領
掌
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

深
妙
の
延
応
時
の
配
分
で
は
、
保
多
田
名
を
除
く
外
す
べ
て
、
女
子
大
御
前
に
ゆ
ず
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
弘
安
八
年
時
に
、
戸
次
氏
に
移
っ
て
い
る
経
緯
に
つ
い
て

戸　　　は

次　本　｀
氏　来　資
の　｀　村
路　こ　的
を　の　に
受　戸　明
け　次　ら
た　氏　か

も　ぱ　に
の　｀　な
と　そ　し
考　の　得
え　来　な

る　山　い
べ　ぱ　゜
き　明
で　ら

あ　か
ら　で
う　な
　゜㈲い
　　が

　　犬
　　神

　　系　　ス

　　大
　　友

　　氏
　　系

　　の　　一
　　一
　　系
　　列

　　が
　　老
　　え
　　ら

　　れ
　　る

　　に
　　し
　　て

　　も､㈲

佐
伯
氏
系
図
で
示
さ
れ
る
如
く
、
車
夫
を
以
て
、

　
今
こ
こ
で
藤
北
氏
一
氏
の
立
場
を
見
た
が
、
こ
の
禄
に
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
系
譜
す
ら
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
者
の
み
が
、
文
名
に
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
で
は
、
一
体
、
こ
う
し
た
乱
入
事
件
が
意
図
さ
れ
た
目
的
、
そ
の
行
員
は
、
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
勿
論
先
述
の
如
く
、
関
係
資
料
は
皆
無
で
あ
り
、
明
ら
か
に
な
し
得
な
い
点
が
少
な
く
な
い
。

　
唯
、
文
名
人
が
、
ほ
ぼ
こ
の
如
く
、
系
譜
的
に
不
明
な
階
層
に
層
す
る
者
に
限
ら
れ
て
い
る
点
が
、
奇
妙
な
程
一
致
を
見
る
事
実
で
あ
る
。

　
文
名
に
見
え
る
野
津
氏
、
小
川
氏
に
つ
い
て
も
、
藤
北
氏
と
回
禄
の
点
が
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
大
友
嫡
子
親
方
の
子
類
宗
（
初
名
親
直
）
は
、
野
津
五
郎
と
呼
ば
れ
、
法
名
を
同
一
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
こ
の
類
字
の
母
は
、
小
川
左
衛
門
酉
の
女
と
言
わ
れ
、
彼
は
、
野
津
氏
の
祖
と
な
っ
た
。

　
こ
の
野
津
氏
の
頼
字
は
、
『
図
田
帳
』
に
「
国
領
野
津
院
六
十
町
・
地
頭
織
野
津
五
郎
頼
字
（
入
道
伺
二
）
」
　
と
見
え
て
お
り
、
彼
に
関
し
て
は
、
資
料
で
そ
の
存
在
が
わ

ず
か
に
知
ら
れ
る
。
・
。

　
続
く
小
川
氏
で
は
、
先
に
藤
北
氏
の
関
係
で
見
た
如
く
、
親
方
に
続
く
他
宗
の
弟
東
方
を
、
戸
次
次
郎
と
呼
び
、
そ
の
庶
流
と
し
て
小
川
氏
を
己
し
て
い
る
。
ま
た
、
野
津

氏
頼
宗
の
け
は
、
小
河
左
衛
門
百
と
見
え
る
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
考
え
て
来
る
と
、
戸
次
氏
、
野
津
氏
、
小
川
氏
は
、
と
も
に
そ
の
具
体
的
関
連
を
適
確
に
は
証
明
出
来
兼
ね
る
と
し
て
も
、
椙
互
に
深
い
関
連
を
持
つ
こ

と
は
、
暗
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戸
次
氏
、
野
津
氏
が
と
も
に
、
大
野
田
に
接
し
た
同
じ
大
野
郡
内
の
近
在
清
田
の
開
発
領
上
級
の
在
地
武
士
で
あ
り
、
大
友
氏
入
部
徐

に
、
大
友
氏
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た
ら
し
い
点
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
、
大
友
氏
と
、
大
野
氏
と
の
関
係
に
酷
似
し
て
い
る
点
に
興
味
が
持
た
れ
る
。

　
先
に
、
大
野
田
関
係
資
料
の
偏
在
性
と
言
う
点
に
つ
い
て
な
が
め
た
が
、
南
北
朝
内
乱
期
ま
で
に
著
し
い
傾
向
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
所
領
所
織
の
配
分
譲
与
の
所
領
相
続
形

態
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
こ
に
現
わ
れ
た
原
氏
は
、
そ
れ
に
も
預
か
れ
な
い
更
に
弱
小
な
庶
流
と
し
て
捉
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
建
言
―
正
和
匍
と
口
さ
れ
る
「
豊
後
角
違
一
揆
」
の
回
礼
が
中
に
見
え
る
六
十
数
入
の
国
人
中
、
そ
の
所
属
を
大
別
す
る
と
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一
、
一
揆
構
成
員
の
中
に
、
戸
次
、
大
神
、
志
賀
、
田
北
氏
な
ど
大
友
氏
の
主
要
な
庶
流
家
の
主
流
派
の
参
加
が
見
え
な
い
。

　
二
、
在
他
領
主
織
武
士
で
も
、
弘
安
の
『
図
田
帳
』
に
見
え
る
日
田
氏
｛
植
田
、
佐
伯
氏
な
ど
の
有
力
者
も
見
え
な
い
。

　
　
「
角
遂
一
揆
」
の
叉
状
に
、
名
を
連
ね
る
こ
れ
ら
武
士
の
所
属
す
る
概
し
て
「
目
陰
」
的
系
譜
が
、
い
わ
ゆ
る
、
南
北
朝
期
一
揆
の
一
揆
構
成
メ
ン
バ
ー
の
特
質
と
さ
れ
る

点
で
あ
る
が
、
図
田
帳
都
甲
田
の
項
で
記
さ
れ
る

　
地
頭
都
甲
左
衛
門
入
道
西
迎
跡
子
息
五
郎
左
衛
門
惟
近
相
続
云
、
舎
兄
四
郎
友
衛
門
惟
信
無
足
泰
二
守
護
一

の
如
く
、
所
領
の
配
合
に
も
預
か
れ
な
い
浮
遊
的
存
存
の
庶
流
家
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
大
規
模
一
揆
は
、
守
護
領
国
制
形
成
運
動
に
加
担
的
に
、
又
反
動
勢
力
と
し
て
弱
小
な
個
人
と
し
て
で
ぱ
な
く
、
叉
扶
を
通
じ
て
、
構
成
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
何
ら
か
の
形
で
参
画
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
泊
寺
乱
入
事
件
に
参
画
し
た
諸
氏
は
極
め
て
弱
小
な
庶
家
、
在
地
領
主
層
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
し
た
点
は
、
守
護
鎖
国
制
の
形
成
に

加
担
又
は
抗
争
す
る
と
言
う
程
、
意
識
が
過
剰
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
ま
た
反
面
、
同
等
層
武
士
に
お
け
る
三
十
名
近
い
人
的
構
成
を
持
つ
集
団
と
し
て
、
何
ら
か
の
共
通
利
害
関
係
を
持
っ
て
連
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
事

実
で
あ
る
こ
と
は
、
杏
定
出
来
そ
う
も
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
共
通
利
害
と
は
、
一
体
何
で
あ
ら
う
か
。

　
土
地
を
媒
介
と
し
た
主
従
関
係
の
理
念
か
ら
、
南
北
朝
期
ま
で
の
、
所
領
の
分
割
統
制
は
続
く
の
で
あ
る
が
、
内
乱
期
の
世
情
に
対
処
す
る
た
め
に
、
所
領
配
分
に
よ
る
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

端
庶
家
、
相
対
的
に
は
、
惣
領
家
の
軍
事
力
の
強
化
の
必
要
を
生
じ
、
嫡
子
単
独
相
続
制
の
出
現
を
見
る
。

　
こ
の
嫡
子
単
独
相
統
制
に
起
因
す
る
嫡
庶
の
対
立
の
激
化
は
、
惣
領
家
、
庶
政
家
を
問
わ
ず
、
具
現
し
、
こ
の
抗
争
は
、
領
国
訓
形
成
期
の
惣
領
家
に
と
っ
て
は
、
大
き

　
　
　
　
㈲

な
苫
悩
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
殊
に
、
そ
れ
が
、
嫡
庶
と
言
う
直
系
血
縁
に
よ
る
関
係
で
結
び
つ
け
ら
れ
る
一
揆
間
の
動
向
で
あ
る
と
す
れ
ば
兎
に
角
と
し
て
、
在
他
領
土
層
を
種
々
な
形
で
聯
合
し
、
配

下
に
組
み
込
ん
だ
地
域
に
あ
っ
て
は
、
在
地
の
領
玉
織
武
人
に
よ
る
抗
争
は
、
庶
流
支
族
の
聯
合
以
上
に
困
難
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
名
に
見
え
る
藤
北
氏
・
小

川
氏
・
野
津
氏
以
外
に
つ
い
て
は
、
全
く
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

　
古
野
氏
は
、
大
野
郡
野
津
に
接
す
る
古
野
在
の
領
主
に
系
譜
を
引
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
板
井
氏
は
、
大
野
庄
内
板
井
（
迫
）
に
在
他
し
た
古
い
系
譜
の
一
族
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
叫

　
衛
藤
氏
以
外
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
さ
て
、
先
に
見
た
如
き
系
譜
を
持
つ
泊
寺
に
、
以
上
見
た
様
な
系
譜
に
属
す
る
武
士
の
乱
入
し
た
事
件
の
意
義
を
如
何
に
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
泊
寺
が
、
大
友
氏
と
極
め
て
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
寺
が
、
風
早
墓
堂
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

ａ
Ｑ
　
　
　
泊
寺
が
、
弘
安
六
年
期
に
、
禅
季
の
手
か
ら
、
田
中
後
家
に
、
要
用
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
売
囲
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
一
部
に
は
、

３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
　
こ
の
売
脚
は
、
善
則
の
夫
、
大
野
基
直
は
、
明
真
の
子
で
あ
る
故
、
合
法
的
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
、
永
仁
の
結
政
令
に
よ
る
返
却
時
点
で
、
善
阿
と
、
志
賃
率
朝
の
争
論
を
見
る
時
、
そ
こ
に
は
、
　
一
族
間
に
於
け
る
同
族
的
感
情
は
察
せ
ら
れ
な
い
。
殊
に
善
阿
の

　
　
所
陳
途
次
の
発
言
の
中
で
、
在
国
司
入
道
行
念
と
、
太
田
蔵
人
三
郎
親
宗
の
訴
訟
事
件
を
引
き
合
い
に
出
す
な
ど
、
所
詮
、
大
野
善
則
は
、
大
友
、
志
賀
氏
ら
と
相
入
れ
得
な

　
　
い
在
他
領
主
に
系
譜
を
引
く
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

　
　
　
元
結
年
間
、
志
賀
氏
は
、
こ
の
泊
寺
も
、
新
設
寺
院
法
力
寺
に
寄
進
し
、
新
寺
の
建
立
を
意
図
す
る
が
、
そ
こ
に
は
、
志
賀
氏
の
、
志
賀
氏
た
る
べ
き
寺
院
創
建
の
意
図
が

　
　
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
も
ち
ろ
ん
、
泊
寺
乱
入
事
件
は
、
こ
の
元
結
の
頁
朝
の
法
力
寺
建
立
の
十
年
後
に
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
し
か
し
、
頁
朝
は
、
乱
入
頃
件
の
前
年
の
建
具
二
年
に
綸
旨
を
得
て
、
泊
寺
を
含
む
、
諸
地
頭
職
の
安
堵
を
得
て
４
ｓ

’
地
頭
職
が
す
で
に
収
益
権
と
し
て
、
相
伝
の
客
体

　
　
化
さ
れ
、
物
権
視
さ
れ
て
い
る
時
期
ゆ
え
、
泊
寺
の
寺
他
一
町
は
、
志
賀
氏
の
領
掌
下
に
あ
り
、
権
益
物
体
自
体
は
下
村
に
現
存
し
た
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呻

　
　
　
、
先
に
見
た
大
神
系
戸
次
氏
の
養
子
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
里
香
の
戸
次
氏
は
、
藤
北
能
基
の
女
姫
夜
叉
の
生
ん
だ
頁
直
が
、
鎮
西
評
定
衆
と
し
て
行
勤
し
一
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勁

　
　
貞
親
、
貞
宗
は
、
大
友
家
に
入
っ
て
守
護
と
な
っ
た
。
出
藍
の
栄
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
こ
の
貞
直
の
子
は
、
建
具
二
年
、
尊
氏
に
与
し
て
、
在
地
の
武
士
を
叫
合
し
て
活
動
、
更
に
は
、
弟
の
朝
直
、
里
能
父
子
ぱ
、
こ
れ
に
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
　
　
こ
の
頼
時
、
朝
直
ら
は
、
正
平
二
年
、
左
中
将
氏
行
と
叉
状
を
交
し
て
、
一
侍
衛
朝
方
に
与
し
て
い
た
ら
し
い
。
戸
次
氏
の
こ
う
し
た
嫡
庶
の
変
貌
ぶ
り
に
も
注
目
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
大
友
氏
嫡
家
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
時
点
で
、
抗
立
し
た
こ
と
が
、
所
詮
こ
の
後
戸
次
氏
の
没
落
を
決
定
づ
げ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
、
こ
の
時
期
は
、
志
賀
氏
は
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
　
し
ろ
大
友
嫡
室
に
与
し
て
、
鎌
倉
期
の
劣
勢
を
挽
回
し
、
い
よ
い
よ
発
展
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　
　
　
こ
う
し
た
戸
次
氏
の
動
向
の
背
景
を
な
し
た
も
の
は
、
開
発
領
史
的
武
士
と
し
て
、
相
伝
し
得
る
所
領
の
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
は
逆
に
、
大
友
嫡
席

　
　
に
対
し
て
動
乱
期
の
時
流
に
乗
っ
て
、
所
領
の
拡
大
を
意
図
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
志
賀
氏
の
行
動
と
表
裏
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
庶
流
末
端
の
階
層
に
属
す
る
諸
氏
が
、
こ
の
内
乱
期
に
対
処
す
る
方
法
は
、
「
角
遂
一
揆
」
に
見
る
如
く
、
相
互
叫
合
の
方
策
以
外
に
は
方
策
が
あ
り
得
な
い
。

　
　
　
守
護
家
大
友
嫡
流
に
対
し
て
、
庶
流
で
あ
る
に
し
て
も
、
幕
府
の
軍
勢
催
促
を
直
接
受
け
得
る
階
層
に
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
守
護
な
い
し
、
そ
う
し
た
上
部
権
力
に
対
し

　
　
て
直
接
連
結
す
る
事
は
可
能
で
あ
ら
う
。

　
　
　
し
か
し
、
そ
れ
以
下
の
極
め
て
弱
小
な
階
層
に
属
す
る
諸
氏
は
、
「
角
遂
一
揆
」
に
見
ら
れ
る
相
互
連
け
い
の
方
策
に
よ
る
以
外
に
術
は
あ
り
得
ま
い
。
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卸

志
賀
氏
が
、
次
第
に
西
方
直
入
郡
に
指
向
す
る
理
由
と
し
て
、
志
沢
村
の
地
理
的
原
因
を
上
げ
得
る
に
し
て
も
又
、
そ
の
外
に
何
ら
か
の
理
由
も
存
し
た
と
仔
犬
な
い
訳
に

は
行
く
ま
い
。

　
そ
れ
は
、
所
詮
、
根
強
く
生
き
続
け
る
大
野
良
中
核
部
や
、
そ
の
周
辺
に
良
地
、
存
残
す
る
問
発
領
土
に
系
譜
を
引
く
諸
氏
の
根
強
い
抗
力
で
あ
っ
た
と
も
吋
え
ら
れ
る
。

　
仙
北
氏
、
野
津
氏
、
小
川
氏
、
文
名
に
名
を
現
わ
す
諸
氏
の
系
譜
は
、
確
か
に
大
友
氏
族
の
幹
根
に
何
ら
か
の
形
で
迪
な
る
こ
と
は
事
宍
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
諸
系
図
、
諸
資
料
ら
に
、
姓
氏
の
僅
か
片
鱗
を
の
ぞ
か
せ
る
に
過
ぎ
な
い
ほ
ど
微
弱
な
存
在
で
あ
っ
た
庶
流
末
端
の
諸
氏
は
、
数
的
に
決
し
て
少
な
い
も
の
で
は

な
い
。

　
こ
う
し
た
末
端
諸
氏
は
、
正
史
の
上
に
そ
の
勤
行
を
具
現
し
て
は
い
な
い
が
、
や
が
て
は
明
ら
か
に
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
志
賀
文
書
に
よ
る
と
建
武
、
康
永
、
死
文
、
貞
治
に
至
る
動
乱
の
中
で
、
志
賀
頼
付
や
氏
付
の
軍
事
行
動
に
「
中
間
」
　
「
家
人
」
　
「
親
類
」
と
し
て
同
ノ
打
轍
分
と
も
に
し
、

戦
傷
を
受
げ
た
下
級
武
士
の
名
が
軍
窓
状
に
見
え
て
い
る
。

　
そ
の
状
中
に
は
、
「
中
間
」
で
姓
氏
を
持
つ
者
で
は
、
後
藤
六
、
後
藤
次
な
ど
が
見
え
、
　
「
家
人
」
と
し
て
中
条
左
衛
門
次
部
員
長
、
六
戸
六
即
決
即
位
長
、
へ
親
類
」
と

し
て
野
津
孫
次
郎
能
憲
、
六
窓
孫
三
郎
ら
の
名
を
見
せ
、
そ
の
外
に
泉
、
窪
な
ど
志
賀
村
内
の
地
名
を
冠
す
る
者
を
載
せ
て
い
る
。

　
彼
ら
は
こ
と
に
そ
の
正
確
な
系
譜
を
、
系
図
や
諸
資
料
の
上
に
検
出
し
得
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
う
し
た
階
層
に
図
す
る
者
は
、
古
哲
氏
の
車
雅
桔
成
の
ド
潟
構
造

を
な
す
主
要
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
ら
う
が
、
額
付
、
氏
房
の
車
窓
状
に
、
「
中
間
」
や
「
家
人
」
と
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
　
「
親
類
」
と
言
う
軍
団
士
に
対
ず
る
ド
別
を
も
っ

て
志
賀
氏
の
配
下
に
属
す
る
形
態
を
見
る
野
津
氏
の
存
在
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
う
し
た
末
端
諸
氏
は
全
て
古
谷
氏
の
元
に
集
約
さ
れ
た
と
は
考
え
難
レ
。
時
代
は
若

干
下
る
が
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
斯
波
氏
経
の
九
州
探
題
柚
任
に
と
も
な
い
、
九
州
で
の
足
利
氏
の
中
心
と
し
て
九
州
北
朝
軍
の
拠
点
と
し
て
氏
能
が
ノ
片
岨
で
は
あ
る
が

豊
後
高
崎
山
に
拠
っ
て
後
、
南
北
九
州
で
菊
池
氏
の
南
朝
軍
と
対
し
た
が
、
こ
の
道
程
で
菊
池
氏
（
武
史
）
は
護
良
親
王
を
奉
じ
て
、
豊
後
に
進
攻
の
途
次
、
九
野
心
工
村
の
一

万
田
氏
属
城
た
る
鳥
屋
城
で
志
賀
氏
厨
と
対
戦
し
て
い
る
。

　
志
賀
氏
が
、
自
氏
の
城
を
出
て
一
万
田
氏
居
城
に
拠
る
理
由
に
は
、
種
々
の
原
囚
が
あ
ら
う
が
、
　
一
族
一
万
田
氏
を
通
じ
て
、
上
村
は
じ
め
大
野
川
特
赦
に
伺
ら
か
の
権
益

を
有
し
て
い
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
関
係
か
ら
下
打
消
寺
周
辺
一
帯
の
窪
地
糸
偏
玉
屑
と
の
対
応
関
係
も
、
動
乱
期
だ
け
に
苫
悩
多
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
大
友
氏
の
入
部
当
初
の
在
地
勢
力
と
の
対
応
関
係
特
に
大
野
田
に
お
け
る
こ
れ
ら
権
力
と
の
換
言
状
態
は
具
体
的
に
は
今
日
ま
で
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
泊
寺
乱
入
事
件
を
、
極
め
て
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
国
人
一
揆
的
行
動
と
し
て
捉
え
る
か
、
あ
る
い
は
、
所
領
の
配
分
に
あ
ず
か
り
得
な
い
極
め
て
末
端
の
原
論
家
の
。

　
　
　
　
　
　
　
泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
　
府
　
大
　
学
　
紀
　
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

3
4
　
惣
領
制
機
構
に
対
す
る
遠
心
的
分
離
作
用
の
現
わ
れ
と
し
て
捉
え
る
か
、
ま
た
は
、
単
な
る
悪
党
階
層
の
内
乱
顛
動
行
と
し
て
捉
え
る
か
と
言
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
こ
こ
で
、

　
　
速
断
は
な
し
難
い
。

　
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
末
端
諸
氏
の
動
向
は
、
大
野
庄
内
に
於
け
る
地
頭
志
賀
氏
の
、
地
頭
領
主
制
の
形
成
に
発
展
的
、
建
設
的
要
素
と
し
て
は
、
む
し
ろ
作
用
し
僣
な
か
っ
た

　
　
の
で
ぱ
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
こ
の
事
件
に
関
係
あ
る
資
料
の
検
出
に
よ
り
て
、
こ
の
課
題
に
何
ら
か
の
解
答
を
求
め
た
い
と
思
う
。

　
　
　
注
田
　
『
大
分
県
の
文
化
財
』
県
指
定
文
化
財
と
し
て
、
常
古
寺
の
五
輪
塔
を
能
直
墓
姉
と
し
て
収
め
て
い
る
。
し
か
し
、
形
式
、
諸
資
料
か
ら
、
凝
間
と
さ
れ
る
点
多
く
、
昭
和
四
レ
ー
年
解
除
さ

　
　
　
　
　
　
れ
た
。

　
　
　
　
印
　
『
豊
後
図
志
』
大
野
郡
の
条
。

　
　
　
　
㈲
　
大
友
系
図
群
馬
類
従
、
系
図
部
四
十
五

　
　
　
　
㈲
　
現
大
野
郡
大
野
町
は
、
従
前
田
中
町
と
呼
び
、
大
野
町
の
中
核
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
㈲
　
大
友
系
図
。

　
　
　
　
㈲
　
『
史
料
』
四
十
三
号
。
「
僧
節
季
譲
状
案
」

　
　
　
　
巾
　
牧
健
二
『
日
本
封
建
制
度
成
立
史
』

　
　
　
　
㈲
　
渡
辺
澄
夫
「
豊
後
大
野
庄
に
お
け
る
在
地
焼
土
制
の
形
成
」
　
ぺ
大
分
県
地
方
史
特
集
号
』

　
　
　
　
㈲
　
大
友
系
図

　
　
　
　
�
　
戸
次
氏
系
図
、
大
友
系
図
、
開
立
は
藤
北
能
基
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
�
　
戸
次
氏
系
図

　
　
　
　
�
　
太
田
亮
【
姓
氏
家
系
大
辞
典
】
戸
次
氏
の
項

　
　
　
　
㈲
　
㈲
に
同
じ
。

　
　
　
　
㈲
　
大
友
系
図
。

　
　
　
　
㈲
　
大
友
氏
系
図
。

　
　
　
　
㈲
　
角
途
一
片
資
料
に
つ
い
て
は
、
問
題
点
が
少
な
く
な
い
。
建
武
二
年
足
利
雄
氏
が
敗
れ
て
西
口
に
走
り
足
元
元
年
（
一
三
三
六
）
東
上
の
析
尊
氏
に
従
軍
し
て
た
武
士
群
で
あ
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
こ
の
契
約
に
連
名
す
る
も
の
六
十
七
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
角
違
一
指
は
、
囚
人
一
役
の
揃
鋳
の
中
で
捉
え
ら
れ
、
二
、
三
の
考
察
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
福
山
笠
彦
「
第
二
次
封
建
関
係
の
形
成
過
程
」
　
一
初
期
封
建
剖
の
研
究
』
収
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㈲
(呻

叫
哨）

㈹叫叫叫帥叫　岫　励帥姉

大
野
庄
志
賀
氏
で
は
、
元
結
三
年
嫡
子
単
独
制
が
成
立
し
た
。
「
乙
史
料
’
一
　
一
六
二
号
。

大
友
氏
の
場
合
、
正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
で
あ
っ
た
。

内
乱
期
以
後
の
大
友
氏
の
南
北
の
去
就
は
こ
う
し
た
意
志
の
一
面
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う

大
友
系
図
に
よ
る
と
能
秀
は
板
井
の
組
と
見
え
る
。

角
違
一
揆
の
連
名
中
に
野
津
七
郎
政
人
∴
凹
樹
五
郎
、
堀
四
郎
等
三
名
の
名
を
見
る
。

㈲
に
同
じ
。

「
志
賀
氏
と
寺
社
」
と
し
て
小
論
を
公
開
の
予
定
で
い
る
。

『
史
料
一
九
十
四
号
。

［
大
友
系
図
］

「
編
年
大
友
史
料
一
二

ク　ク

志
賀
氏
発
展
は
、
南
北
朝
内
乱
以
後
で
あ
る
。
こ
の
所
領
所
織
の
拡
大
は
こ
の
期
以
後
に
著
し
い
。

㈲
に
同
じ
。

泊
寺
乱
入
事
件
の
歴
史
的
背
景

一一一

七
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